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『万葉集』に隠れたアラメとカジメ？
仲田 崇志

　この歌は『万葉集』の一首（740年前後作か＊）で，「もうすでに これ程ま
でに 噂されて さてわが君よ この先どうなるの」との意味である。『万葉集』にはいくつか
の海藻が詠まれたが，アラメやカジメを詠んだ歌はない（中西 1985．『万葉集事典 万葉集 

全訳注原文付 別巻』 pp. 304–333）。しかしこの歌にはアラメが隠れている。末尾の「あらめ」
は「なるだろうか」の意だが，「荒海藻」と書かれた。身近な食材だったアラメを言葉遊
びに使ったようだ（廣野 1998．『食の万葉集』pp. 146–147）。
　冒頭の「あらかじめ」もカジメに掛かっているかと思いきや，これは考えすぎらしい。
古代，カジメは「かちめ」，「豫」は「あらかしめ」と読まれ，発音が異なっていた（例え
ば『類聚名義抄』）。ちなみに当時「かちめ」は粉末状に加工したアラメを指していた（関
根 1969．『奈良朝食生活の研究』pp. 96–97）。
　安土桃山時代までに「かちめ」は一部で「かぢめ」に，「あらかしめ」は「あらかじめ」
に濁った（例えば『日葡辞書』）。「ぢ」と「じ」の発音の区別も江戸時代にはなくなり（松
本 1995．佐藤編『概説 日本語の歴史』pp. 98–114），1946年告示の『現代かなづかい』
からは表記も「かじめ」と「あらかじめ」になった。1200年の時を超え，カジメの言葉遊
びまで成立してしまったわけだ。

＊ 坂上郎女が娘婿に送った歌とされるため（岡田 1990．日本文学研究 26: 1–11），娘の誕生時期（720
年代後半か）と『万葉集』1～ 16巻の成立時期（744年まで）から 740年前後と推定した。

『万葉集』4巻 659番．原
文・読みは中西（1978）『万
葉集 全訳注原文付（一）』
p. 322に依る．




